
1２月号 

① 【製造業】製品の配達先で、荷卸ししようと荷
台に上がった瞬間、よろめいて墜落し、地上に
置いてあった鉄板に脇腹を打ち付けた。[腎臓損
傷] 

② 【旅館業】信号待ちのため停車中、携帯電話を
見ながら運転してきた軽自動車に後ろから追突
された。 [むちうち] 

③ 【保険業】渋滞で停車中、後続車に追突され、
前の車に追突した。[頸椎捻挫]  

④ 【運送業】雨で路面がぬれていたためか、信号
待ちで停車中の同僚車両に追突した。その後エ
ンジンが切れハンドルも効かなくなりあわてて
キーを回したらエンジンが始動し、対向車と正
面衝突した。[腓骨骨折等] 

 

 

※危険予知を行なう際にはさまざまな視点があると思

います。裏面にその一例をあげてみましたので、ご参

考にしてみてください。 

厚生労働省では、平成 26年度も「見える」安全活

動コンクールを展開しました。平成26 年9月16日

～平成26 年11月14日までの期間で事例を募集し、

12月1日～平成27年1月31日までが投票期間と

なっています。投票は厚生労働省のホームページ内か

ら誰でも簡単に参加できます。投票するのもひとつ、

投票せずにどんな事例があるのかをのぞいてみるだけ

もひとつ、事例をまねて自分の職場に水平展開するの

もひとつ、自分(自社)でもっと良い“見える”を考える

のもひとつです。今年度の募集事例だけでなく、過去

の募集事例も見ることができます。 

 ちなみに、下の写真は昨年度の優良事例のひとつで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【運動期間：平成26年11月２1日～平成27年２月２８日】

第３号 

◆最近の一関監督署管内の主な災害事例◆

最近のトピックス

この資料（運動通信）は岩手労働局のホームページからもダウンロード可能です。 

作成者：一関労働基準監督署（平成 26年 12月下旬作成） 

◆最近の岩手県内の死亡災害事例◆

平成２６年度 
 「いわて年末年始無災害運動」 
平成２６年１２月１日から平成２７年１月３１日まで 

（準備期間：平成２６年１１月１日～１１月３０日） 

(1) 化学物質のリスクアセスメントの実施 
(2) ストレスチェック及び面接指導の実施 
(3) 受動喫煙防止措置の努力義務 
(4) 重大な労働災害を繰り返す企業への対応 
(5) 外国に立地する検査機関の登録 
(6) 第88条第１項に基づく届出の廃止 
(7) 電動ファン付き呼吸用保護具の型式検定 

 (6)、(7)の施行期日 
H26.12.1 

 (3)、(4)、(5)の 
施行期日 

H27.6.1 

 (2)の施行期日 
H27.12.1 

※(1)の施行期日は別

途制定される。 

労働安全衛生法の一部を改正する法律（平成26年法律第82号。

以下「改正法」という。）附則第１条において、改正法の施行期

日はその内容ごとに、公布の日（平成26年６月25日）から起算

してそれぞれ６か月、１年、１年6か月又は２年を超えない範囲

内において政令で定める日とされていましたが、それらの日付が

決まりました。 

前回号以降（11月下旬以降発生分、12月末現在）に

死亡災害は発生しておりません。 

今年の県内の死亡者数は、12月10日現在で計24人、

前年同期は18人です。 

労働災害発生件数（休業日数 4日以上）（11月末統計）  
合計 151件（前年同期比＋6件） 
・製造業  47件（前年同期比＋14件）  
・建設業  31件（前年同期比±0件） 

・土木工事業   6件（前年同期比－4件）  
・建築工事業   14件（前年同期比±0件）  

・道路貨物運送業 10件（前年同期比－6件）  
・林業     6件（前年同期比±0件）  
・商業   10件（前年同期比－14件）  
・社会福祉施設    8件（前年同期比＋2件）  

◆一関監督署管内の労働災害発生状況◆

◆「見える」安全活動コンクール◆

見える 安全活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要因：通路の状況は？ 

 雪・氷の有無 
  〃 の程度 
  〃 の凹凸具合 
 滑り止めマット、砂
散布等の対策の有

無 

  〃 の程度 
 

対策： 

要因：履物はどうか？ 

 靴底の構造 
 靴底の状態 
 靴の大きさ 
    など 

 

対策： 

要因：通路の危険な状況は見 

えているか？  

 時間的な明るさ 
 照明の有無による
明るさ 

など 

 

対策： 

要因：歩き方はどうか？ 

 足の着き方 
 歩幅 
 両足の左右幅 
 重心 
 走っているか 
 ポケットに手を
入れているか 

など 

 

対策： 

要因：時間的背景はどうか？ 

 急いでいたか 
など 

 

対策： 

例 

要因：服装はどうか？ 

 動きやすいか 
 保温状態はよいか 
      など 

 

対策： 

要因：負傷程度拡大防止 

 手は空いているか 
 頭部保護の有無 
  〃  の程度 

など 

 

対策： 

要因：危険認識 

 その場所が危険と
いう認識の有無 

  〃  の程度 
など 

 

対策： 

要因：身体の状態はどうか？ 

 寒さによる硬直状
態の有無 

  〃  の程度 
      など 

 

対策： 

 傾斜の有無 
  〃の程度 
 段差の有無 
  〃の程度 
 通路の長さ 
 

など 


